
［成果情報名］ カットバック処理による低樹高化でヒュウガナツの収穫作業時間を６割削減できる

［要 約］ 大木化したヒュウガナツを地際から 50cm で全切除する「カットバック処

理」を行い、新たに発生した枝で樹体を再生することで、すべての果実の

地上収穫が可能となり、kg 当たりの収穫作業時間を約６割削減できる。
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［背景・ねらい］

伊豆特産カンキツであるヒュウガナツは、産地への導入から 100 年が経過し、樹齢 40

年生以上で樹高５m を超える大木となり作業性の悪化が問題となっている。ここでは、地

上部を地際から 50cm 程度残して全切除する「カットバック処理」が、処理後のヒュウガ

ナツの樹体生育、収量、収穫作業時間等に及ぼす影響について調査する。

［成果の内容・特徴］

１ カットバック処理２年後には目標である樹高 2.0m 以上に樹体が再生する（図１）。

２ カットバック処理１年後の５月には着花がみられ、処理２年後の５月には初収穫を迎

える（表１）。処理２年後の収量は、３月処理では 2.9kg／樹、５月処理では 2.3kg／

樹、３年後は同様に、8.3kg／樹、5.1kg／樹である。

３ カットバック処理３年後の樹高および樹幅、処理２年後および３年後の収量に３月処

理と５月処理との間で差が認められないことから、３月と５月のいずれの時期において

もカットバック処理が可能である（表１、図１）。

４ 樹上または脚立を利用せず、すべての収穫作業を地上から行えるため、２名の作業員

での果実10kgの収穫に要する時間は、無処理区の9.6分に対し、カットバック区では4.0

分で約６割削減される（表２）。

５ カットバック処理２年後および３年後における収穫果の糖度は10.9Brix％で、無処理

区に比べてやや低い（図表省略）。

［成果の活用面・留意点］

１ 樹勢が低下したヒュウガナツでは、カットバック処理後に枯死する可能性がある。

２ 野生獣が発生する園地では、カットバック処理前に防護柵を設置し被害を予防する。

３ カットバック処理時には、切り口からの腐敗を予防するため、ゆ合剤を塗布する。



［具体的データ］

図２ カットバック処理前後におけるヒュウガナツの樹姿

写真は、処理前（左）、処理直後（中央）、処理3年後（右）を示す
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表2 カットバック処理がヒュウガナツの収穫作業時間に及ぼす影響

地上 樹上・脚立

カットバック 4.1 －x 4.1 

無処理 5.4 14.2 12.4 

有意性w n.s. －

カットバック 4.0 － 4.0 

無処理 4.3 10.0 9.0 

有意性 n.s. －

カットバック 4.0 － 4.0 

無処理 4.3 10.7 9.6 

有意性 n.s. －
z 2名の作業員が果実10kgを収穫する際に要した時間に換算
y カットバック処理2年後の2022年4月28日に調査
x 収穫果実なし

v カットバック処理3年後の2023年4月17日に調査

収穫位置ごとの作業時間z（分／10kg／2名）

樹全体

*

**

**

w t検定により**は1％水準で，*は5％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

調査時期 処理区

処理2年後y

処理3年後v

2か年平均

図1 カットバック処理がヒュウガナツの樹体生育に及ぼす影響
処理前は2020年3月26日，直後は3月処理区が2020年3月26日，5月処理区が2020年5月26
日，1年後は2021年3月1日，2年後は2022年3月1日，3年後は2023年3月1日に調査した
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